
○
…
長
野

市
中
条
の
道

の
駅
中
条
で

日
、
「
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち

ゃ
コ
ン
ク
ー
ル
」が
あ
っ
た
。

出
品
し
た
同
市
信
州
新
町
小

学
校
の
１
年
生
も
訪
れ
、
ず

ら
り
と
並
ん
だ

個
か
ら
気

に
入
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
を
選
ん

で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た

写

真
。○

…
コ
ン
ク
ー
ル
は
大
き

な
カ
ボ
チ
ャ
が
育
つ
土
作
り

を
し
よ
う
と
始
ま
り
、

回

目
。
地
元
の
小
学
生
や
農
家

が
育
て
た
カ
ボ
チ
ャ
を
持
ち

寄
り
、
重
さ
や
形
な
ど
で
審

査
し
た
。○

…
最
優
秀
賞
は
、

信
州
新
町
小
の
１
年
と

６
年
が
一
緒
に
育
て
た

・
８
㌔
の
カ
ボ
チ

ャ
。
１
年
の
久
保
田

穂
み
の
る

君

６

は
「
草
取

り
や
水
や
り
を
し
て
頑

張
っ
て
育
て
た
。
う
れ

し
い
け
れ
ど
、
こ
ん
な

に
大
き
く
な
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
。
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世界初となる人工多能性幹細胞

（ｉＰＳ細胞）から作った網膜細

胞の移植手術を受けた兵庫県の

代の女性患者が 日午後、入院先

の先端医療センター病院（神戸市）

を退院した。病院によると、合併

症などの問題は起きておらず経過

は良好。女性は病院を通じ「静か

に見守ってほしい」とのコメント

を出した。

今後、通院して診療を受け、手

術チームが約１年かけて移植細胞

の安全性や効果を評価する。その

後もｉＰＳ細胞を使った治療で心

配される、がん化などが起きない

か確認を続ける。

理化学研究所発生・再生科学総

合研究センター（神戸市）の高橋

政代プロジェクトリーダーらと同

病院のチームは 日、難病「滲出
しんしゅつ

型加齢黄斑変性」の女性の右目に

細胞を移植した。細胞は網膜の中

心におさまり、異常は見られない

という。

手術を担当した同病院の栗本康

夫眼科統括部長は ひとまず安
あん

堵
ど

している 臨床研究としてはこれ

からが本番。慎重に評価してい

く とし 高橋氏は「協力していた

だいた、たくさんの方々に感謝し

ている」とした。

ｉＰＳ細胞移植の女性、退院 経過良好
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運
転
者
の
危
険
ド
ラ
ッ
グ
使
用

県
警
「

積
極
的
に
摘
発
」
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地裁松本支部 食
料
品
万
引

女
性
に
猶
予
判
決

地
裁
松
本
支
部
（
本
間
敏
広
裁

判
官
）
は

日
、
食
料
品
な
ど
を

万
引
し
て
盗
み
の
罪
に
問
わ
れ
た

中
信
地
方
の
女
性
医
師

に
対

す
る
判
決
で
、
女
性
の
摂
食
障
害

と
犯
行
の
因
果
関
係
を
認
め
、
懲

役
２
年
、
保
護
観
察
付
き
執
行
猶

予
４
年
（
求
刑
懲
役
２
年
）
の
判

決
を
言
い
渡
し
た
。
女
性
は
食
物

を
食
べ
て
は
嘔お

う

吐と

を
繰
り
返
す
摂

食
障
害
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
昨

年

月
に
も
、
食
料
品
を
万
引
し

た
と
し
て
松
本
簡
裁
で

万
円
の

罰
金
刑
が
確
定
し
て
い
た
。
今
回

は
実
刑
も
予
想
さ
れ
た
が
、
本
間

裁
判
官
は
摂
食
障
害
を
治
療
す
る

と
い
う
女
性
の
意
志
を
尊
重
し

た
。同

様
の
事
件
を
多
く
担
当
し
て

い
る
林
大
悟
弁
護
士
（
横
浜
市
）

は
「
罰
金
刑
の
犯
行
か
ら
時
間
が

た
っ
て
お
ら
ず
、
（
今
回
起
訴
さ

れ
た
後
の
）
保
釈
中
に
も
犯
行
に

及
ん
で
お
り
、
実
刑
判
決
も
あ
り

得
た
。
裁
判
所
が
一
歩
踏
み
込
み
、

犯
行
と
病
気
の
関
係
を
認
め
た
点

は
大
き
い
」
と
し
て
い
る
。

判
決
に
よ
る
と
、
女
性
は
４
月

に
パ
ン
販
売
店
で
パ
ン

個
を
万

引
し
、
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
保
釈
中
だ
っ
た
７
月
に
も

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
清
涼
飲

料
水
５
本
を
万
引
し
た
。

検
察
側
は
「
盗
癖
は
顕
著
」
と

指
摘
し
、
「
十
分
な
収
入
を
得
て

い
な
が
ら
の
犯
行
。
摂
食
障
害
が

原
因
と
は
言
い
き
れ
な
い
」
と
主

張
。
こ
れ
に
対
し
弁
護
側
は
、
早

急
に
入
院
治
療
す
べ
き
だ
と
し
て

執
行
猶
予
判
決
を
求
め
、
女
性
も

被
告
人
質
問
で
「
専
門
的
な
病
院

で
治
療
す
る
」
と
述
べ
た
。

判
決
は
障
害
と
犯
行
の
因
果
関

係
を
認
定
し
た
上
で
、
「
被
告
が

治
療
の
必
要
性
を
自
覚
し
、
そ
の

治
療
を
す
る
と
し
て
お
り
、
母
親

の
支
え
も
あ
る
」
な
ど
と
し
て
、

治
療
の
見
込
み
が
あ
る
と
し
た
。
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県
建
設
業
厚
生
年
金
基
金
（
長

野
市
）
の
元
事
務
長
坂
本
芳
信
受

刑
者

が
関
与
し
、
基
金
が
約

億
円
を
投
資
し
た
未
公
開
株
フ

ァ
ン
ド
の
資
産
価
値
が
２
０
１
３

年
度
末
時
点
で
約
４
億
円
と
な

り
、
前
年
同
期
よ
り
約
８
億
円
減

っ
た
こ
と
が

日
、
基
金
へ
の
取

材
で
分
か
っ
た
。
基
金
は
同
日
の

代
議
員
会
で

年
度
決
算
を
承
認

し
た
。

基
金
は
既
に
解
散
方
針
を
決
め

て
い
る
が
、
国
か
ら
預
か
っ
て
運

用
し
て
い
る
公
的
年
金
の
代
行
部

分
の
資
産
を
返
還
す
る
必
要
が
あ

る
。
た
だ
、

年
度
決
算
の
純
資

産
は
フ
ァ
ン
ド
評
価
額
を
含
め
約

億
円
。
返
還
に
必
要
な
資
産
は

約
１
８
９
億
円
足
り
ず
、
加
入
事

業
所
が
分
担
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ン
ド
の
資
産
価
値
の
目
減

り
は
各
事
業
所
の
負
担
額
に
も
影

響
す
る
が
、
中
川
信
幸
理
事
長
は

取
材
に
、

年
度
の
純
資
産
額
は

明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

基
金
の
投
資
額
は
最
終
的
に
約

億
円
に
上
っ
た
が
、
投
資
先
企

業
の
経
営
悪
化
な
ど
で
資
産
価
値

は
大
幅
に
目
減
り
し
て
い
た
。

基
金
は
未
公
開
株
フ
ァ
ン
ド
へ

の
投
資
で
資
産
運
用
を
委
託
し
た

投
資
顧
問
会
社
な
ど
３
社
と
、
都

内
の
別
の
フ
ァ
ン
ド
運
営
会
社
を

相
手
に
、
計
約

億
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
る
三
つ
の
訴
訟
を
東
京

地
裁
に
起
こ
し
て
い
る
。
中
川
理

事
長
は
元
事
務
長
が
基
金
か
ら
横

領
し
た
約

億
円
の
一
部
を
貸

し
、
返
済
さ
れ
て
い
な
い
知
人
ら

か
ら
の
回
収
も
引
き
続
き
検
討
中

と
説
明
。
「
資
産
回
復
に
取
り
組

む
」
と
話
し
た
。

元
事
務
長
は
業
務
上
横
領
罪
の

ほ
か
、
都
内
の
フ
ァ
ン
ド
運
営
会

社
が
運
営
す
る
未
公
開
株
に
基
金

の
資
産
を
投
資
す
る
見
返
り
に
、

同
社
か
ら

〜

年
に
計
４
３
０

万
円
を
受
け
取
っ
た
な
ど
と
し
て

収
賄
罪
で
も
起
訴
さ
れ
、
７
月
に

懲
役

年
の
判
決
が
確
定
し
た
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
摂
食
障
害
に
苦

し
む
人
は
全
国
で
増
え
て
お
り
、
１
９
８
０

年
か
ら
の

年
で
約

倍
に
増
え
た
と
の
研

究
が
あ
る
と
い
う
。
同
省
の
調
査
で
は
、
２

０
１
１
年
に
摂
食
障
害
で
医
療
機
関
を
受
診

し
た
人
は
約
１
万
２
千
人
。

日
の
地
裁
松

本
支
部
判
決
は
、
盗
み
の
罪
に
問
わ
れ
た
女

性
医
師
に
治
療
の
機
会
を
与
え
た
が
、
全
国

的
に
専
門
的
な
治
療
機
関
は
少
な
く
、
国
が

本
年
度
に
整
備
に
乗
り
出
し
た
が
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

専
門
的
治
療
機
関
少
な
く

増
え
る
患
者

対
応
急
務

女
性
医
師
は
同
支
部
の
公
判

で
、

歳
の
時
に

せ
た
い
と
の

思
い
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
た
と

説
明
。
そ
の
後
に
拒
食
症
、
過
食

症
に
な
り
、
１
回
５
千
〜
１
万
円

分
の
過
食
、
嘔お

う

吐と

を
繰
り
返
し
、

食
費
が
月

万
円
に
上
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
し
た
。
万
引
の
理
由

を
「
ど
う
せ
吐
く
な
ら
（
買
う
の

は
）
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
取

っ
て
し
ま
う
。
悪
い
と
分
か
っ
て

い
る
が
、
一
刻
も
早
く
食
べ
て
吐

き
た
い
と
い
う
衝
動
が
勝
っ
た
」

と
供
述
し
た
。

女
性
は
今
後
、
群
馬
県
に
あ
り
、

摂
食
障
害
の
治
療
を
先
駆
的
に
行

っ
て
い
る
病
院
で
治
療
を
受
け
る

と
し
、
公
判
で
は
「
で
き
れ
ば
医

師
と
し
て
戻
り
、
社
会
に
貢
献
し

た
い
」
と
も
話
し
た
。

摂
食
障
害
に
つ
い
て
は
、
公
的

な
治
療
機
関
の
設
立
を
求
め
る
医

師
ら
が
、
昨
年

月
に
約
２
万

４
千
人
分
の
署
名
を
国
に
提
出
し

た
。
厚
労
省
は
本
年
度
予
算
に

約
１
８
９
０
万
円
を
計
上
。
全

国
５
カ
所
の
総
合
病
院
を
救
急

対
応
や
患
者
の
相
談
に
応
じ
て

症
例
を
収
集
す
る
「
治
療
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
し
、
治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
に
当
た

る
拠
点
機
関
も
１
カ
所
設
け
る

計
画
だ
。

た
だ
、
医
師
の
研
修
会
費
用
を

半
額
補
助
す
る
と
い
っ
た
条
件
を

設
け
、
各
都
道
府
県
に
治
療
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
希
望
を
募
っ
た

が
、
応
募
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

摂
食
障
害
の
患
者
を
多
く
診
察

し
て
い
る
自
由
が
丘
高
木
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
東
京
）
の
院
長
で
、
精
神

科
医
の
高
木
洲
一
郎
さ
ん
は
「
万

引
は
症
状
が
進
ん
だ
摂
食
障
害
患

者
に
多
く
見
ら
れ
る
問
題
行
動

で
、
相
談
者
は
後
を
絶
た
な
い
。

早
期
の
発
見
、
治
療
が
重
要
で
、

早
急
な
治
療
施
設
整
備
が
必
要

だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
河
野

理
子
）

危
険
ド
ラ
ッ
グ

自
転
車
も
摘
発

都
内

初
の
容
疑
者
逮
捕

警
視
庁
は

日
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
を
吸
っ
て
東
京
都
内
で
自
転
車

に
乗
っ
た
と
し
て
、
道
交
法
違
反

過
労
運
転
等

の
疑
い
で
、
東
京

都
台
東
区
小
島
、
職
業
不
詳
保ほ

苅か
り

悠
太
容
疑
者

を
逮
捕
し
た
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
吸
っ
て
の
自
転

車
運
転
を
、
過
労
運
転
等
で
摘
発

す
る
の
は
全
国
初
と
し
て
い
る
。

警
視
庁
に
よ
る
と
、
保
苅
容
疑

者
は
自
転
車
を
運
転
中
に
路
側
帯

で
転
倒
し
首
を
負
傷

ハ
ー
ブ
を

吸
っ
て
自
転
車
を
運
転
し
、
気
を

失
っ
て
事
故
を
起
こ
し
た
」
と
供

述
し
て
い
る

近
所
の
男
性
が

転

倒
し
た
直
後
に
け
い
れ
ん
し
、
う

め
き
声
を
あ
げ
て
い
る
保
苅
容
疑

者
を
発
見

１
１
９
番
し
た

封
が

開
い
た
危
険
ド
ラ
ッ
グ
が
入
っ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
袋
を
所
持
し
て

お
り
、
事
故
現
場
で
吸
引
用
と
み

ら
れ
る
パ
イ
プ
も
見
つ
か
っ
た
。

事
故
や
違
反

な
し
で
免
停

徳
島

常
用
の
男
性
処
分

徳
島
県
公
安
委
員
会
は

日
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
常
用
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た

代
の
男
性
が

今
後
、
事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
運
転
免
許
停
止
１
５
０

日
と
す
る
処
分
を
決
め
た
。
県
警

に
よ
る
と
、
ド
ラ
ッ
グ
を
使
用
し

て
実
際
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
た

り
違
反
を
し
た
り
し
て
い
な
い
の

に
免
停
に
し
た
の
は
全
国
で
初
め

て
。道

交
法
に
は
「
交
通
の
危
険
を

生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
」
場
合

に
免
許
を
取
り
消
す
か
、
最
長
６

カ
月
停
止
で
き
る
と
の
規
定
が
あ

り
、
県
公
安
委
が
適
用
に
踏
み
切

っ
た
。

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

県
警
の
町
田
修
次
交
通
部
長
は

日
の
定
例
記
者
会
見
で
、
県
内

外
で
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
吸
引
し
た

運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
相
次

い
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
関

係
す
る
法
令
を
適
用
し
、
積
極
的

に
摘
発
す
る
」
と
述
べ
た
。
蛇
行

運
転
な
ど
を
し
た
運
転
者
が
危
険

ド
ラ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
た
場
合
、

関
係
す
る
道
交
法
の
規
定
を
適
用

し
て
取
り
締
ま
る
と
し
た
。

同
法
は
、
薬
物
な
ど
の
影
響
で

正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
恐
れ
の

あ
る
状
態
で
車
を
走
ら
せ
る
「
過

労
運
転
等
」
を
禁
止
し
て
い
る
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
、
薬
事
法
で
所

持
、
使
用
が
禁
じ
ら
れ
た
指
定
薬

物
を
含
む
か
が
ど
う
か
す
ぐ
判
明

し
な
く
て
も
、
摘
発
は
可
能
と
い

う
。中

野
市
の
県
道
で
５
月
に
危
険

ハ
ー
ブ
を
吸
っ
た
少
年
が
車
を
暴

走
さ
せ
、
対
向
車
の
運
転
手
ら
を

死
傷
さ
せ
た
事
件
で
、
県
警
は
少

年
の
車
に
同
乗
し
て
い
た
男
が
事

故
前
に
危
険
ハ
ー
ブ
を
吸
っ
て
車

を
運
転
し
た
疑
い
が
あ
る
と
し

て
、
道
交
法
（
過
労
運
転
等
の
禁

止
）
違
反
の
疑
い
で
逮
捕
し
て
い

る
。町

田
部
長
は
連
続
で
物
損
事
故

を
起
こ
し
た
車
を
警
察
官
が
発
見

し
た
場
合
な
ど
を
想
定
し
、
「
運

転
者
が
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
使
用
し

た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
（
足
元
が

ふ
ら
つ
く
な
ど
）
薬
物
の
影
響
が

認
め
ら
れ
れ
ば
現
行
犯
逮
捕
も
あ

り
得
る
」
と
述
べ
た
。

セ
ク
ハ
ラ
防
止
へ

「

意
識
改
革
徹
底
」

県
警
警
務
部
長

県
警
察
学
校
の
教
官
が
複
数
の

卒
業
生
の
胸
を
触
る
な
ど
、
昨
年

か
ら
セ
ク
ハ
ラ
行
為
に
よ
る
懲
戒

処
分
が
県
警
で
３
件
相
次
い
だ
こ

と
を
受
け
、
岡
本
努
警
務
部
長
は

日
の
定
例
記
者
会
見
で
、
「
誠

に
遺
憾
で
重
く
受
け
止
め
て
い

る
」
と
述
べ
、
再
発
防
止
を
徹
底

さ
せ
る
と
し
た
。

岡
本
警
務
部
長
は
、
県
警
察
学

校
教
官
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を

受
け
、
県
警
内
部
の
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
対
策
要
綱
」
を
見
直
し

た
と
説
明
。
所
属
に
か
か
わ
ら
ず

に
全

署
と
本
部
各
課
の
セ
ク
ハ

ラ
相
談
員
に
相
談
で
き
る
よ
う
に

し
、
相
談
員
が
扱
っ
た
事
案
は
全

て
本
部
に
報
告
す
る
よ
う
に
し
た

と
い
う
。

県
警
は
２
０
２
１
年
ま
で
に
女

性
警
察
官
の
割
合
を

％
に
引
き

上
げ
る
計
画
。
岡
本
警
務
部
長
は

「
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
意
識
改
革

を
徹
底
し
、
相
談
し
や
す
い
環
境
、

職
場
作
り
を
目
指
し
、
問
題
を
根

絶
さ
せ
る
」
と
述
べ
た
。

広島市安佐南区八木地区で発見された遺体を運ぶ車両（右）。

懸命な捜索を続けた消防隊員らは黙とうして見送った＝ 日

広
島
死
者
74
人
に

発
見
の
遺
体

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

広
島
市
の
土
砂
災
害
で
、
広
島

県
警
は

日
、
安
佐
南
区
八
木
３

丁
目
で
、
女
性
の
遺
体
を
発
見
し
、

死
者
は

人
に
な
っ
た
と
発
表
し

た
。
残
る
１
人
の
行
方
不
明
者
、

大
屋
弘
子
さ
ん

の
可
能
性
が

あ
る
と
み
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施

し
確
認
を
進
め
る
。

県
警
に
よ
る
と
、
遺
体
は

日

午
前

時
す
ぎ
、
大
屋
さ
ん
の
自

宅
よ
り
数
十
㍍
斜
面
を
下
っ
た
県

営
住
宅
の
外
階
段
２
階
付
近
で
、

土
砂
の
下
か
ら
見
つ
か
っ
た
。

付
近
で
は
夫
の
幸
雄
さ
ん

の
遺
体
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

日
に
見
つ
か
っ
た
遺
体
は
、
薄
手

の
服
を
着
て
肩
に
は
カ
バ
ン
を
掛

け
て
お
り
、
避
難
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
で
土
石
流
に
巻
き
込
ま
れ

た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

八
王
子
３
人
射
殺

情
報
は
得
ら
れ
ず

中
国
籍
被
告
に
判
決

パ
ス
ポ
ー
ト
を
不
正
取
得
し
て

海
外
に
渡
航
し
た
と
し
て
、
旅
券

法
違
反
罪
に
問
わ
れ
た
中
国
籍
の

何
亮
被
告

に
東
京
地
裁
立
川

支
部
は

日
、
懲
役
２
年
、
執
行

猶
予
５
年
（
求
刑
懲
役
２
年
）
の

判
決
を
言
い
渡
し
た
。

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、
何
被

告
は
、
１
９
９
５
年
に
東
京
都
八

王
子
市
の
ス
ー
パ
ー
で
女
子
高
生

ら
３
人
が
射
殺
さ
れ
た
強
盗
殺
人

事
件
の
実
行
犯
を
知
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
昨
年

月

に
カ
ナ
ダ
か
ら
日
本
に
移
送
さ
れ

て
い
た
。

警
視
庁
が
事
情
を
聴
い
た
が
、

青
木
樹た

つ

哉や

捜
査
１
課
長
は

日
、

「
事
件
解
決
に
直
結
す
る
情
報
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。
何
被
告
の
弁
護
側
に
よ
る

と
、
被
告
の
家
族
か
ら

日
夕
の

航
空
便
で
カ
ナ
ダ
に
帰
国
す
る
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
と
い
う
。

倉
沢
千ち

巌い
わ

裁
判
長
は
判
決
理
由

で
「
不
法
入
国
し
た
日
本
か
ら
出

国
す
る
た
め
に
不
正
取
得
し
て
お

り
、
規
範
意
識
の
欠
如
が
甚
だ
し

い
が
、
反
省
の
言
葉
も
口
に
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

弁
護
側
は
「
勾
留
中
も
八
王
子

事
件
の
取
り
調
べ
ば
か
り
で
違
法

な
逮
捕
だ
」
と
公
訴
棄
却
を
求
め

た
が
、
判
決
は
「
長
時
間
の
取
り

調
べ
な
ど
一
部
は
違
法
の
疑
い
を

否
定
で
き
な
い
が
、
公
訴
提
起
を

違
法
に
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と

し
て
退
け
た
。
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